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野幌國有林內の動物調査書

ボ合 11111]

北海道の開拓は旣に六十餘年の歷史を關し千古斧鉞の跡を見なかった全道を蔽ってゐた、懈升た 

る大火林は•薙ぎ倒す如くに伐り開かれて、III岳地方を除いては昔の北海道を偲ばしむる原始林は殆 

ど現今では見られなくなった。斯かる時に開壑れ濫腸の地であ〇、H岐も進陟したイ・狩平原の一部 

に野幌國イj林が原始林を併せ存在することは、各力面に於ける林業の基本試驗を最も徹底せしむる 

ことはH・を俟たないが、赤林皿)物の硏究にも:最も便宜II.效果的である。現時森林右吿動物の驅除に 

歐米各國が洋しく目覺め或は人工的に或は天敵列用法を併用して硏究が渚:々進められ、產業の興脈 

を講じつゝあり、この時に野幌國な林の如き廣大なる森林を有し、凡ゆる硏究の機會を提供してゐ 

ることは誠に邦家產業の爲め右・ぜ:義なことである。余は今囘林林務課喘、新島前林業試驗場長、有 

原現試驗場長並びに原田技師％':の御呐ほと御援助により、未だ硏究充分ならざる野幌國右林內の動 

物を調在し得たことは甚だ感謝に堪へない。玆に上記諸氏に萬腔つ謝苞を表し併せて種々御便宜を 

賜った場IL渚氏、及び北大亜)物學敎室助『武笠及び在藤兩學上にも謝するものである。殊に同敎室 

池IH眞次郞君が烏類の大部分の觀察に當ったことはT[•晋の甚だ感謝に堪へないところである。

然し乍ら野幌國イj林は目下禁獵區である關係上調査充分ならざるものあり、從って動物生態學的 

訓在.に偏垂する傾向があるのは、止むを得ないことである。又次に木調査の本格的若手は昭和九年 

三月以降のことであるから、以前に着日してゐたが•實に、諸氏の調死を參照して玆にその一部を發 

表し他日の完成を期するものである。

昭和九年六月

犬飼哲夫
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應用動物學上から見た野幌國冇林の,救長

世界各國に於て人口の増加と文明の進步に伴ひ术開の地は忽ちに妥儘な耕地となり、或は化して 

終日日光を仰ぎ得ないエ埸地となり、丿(然の風光は【Iを遂ふてその全貌を變へっゝある現今、人間 

はその本性が樂しむ自然を奪はれた寂變を感じ、同時に自ら原始の而影に警しい愛着心を持つ様に 

なって來た。斯かる方面から見ても呵責ない文化の風湖を堰き止める可き保護された自然股備は甚 

だ有意義なことである。然し乍ら一面に於いて急激に發逹した物質文明の極と、限りなき資源の開 

發は直に理林業に於いては吿蟲の勃頭、病菌の跋住となり收拾すべからざる憎ましい姿となって、 

自ら仇なす一大恐慌を釀す狀態が芥地に出現してゐるのである〇これ卅人爲を以て不調和に破られ 

た自然界の均衡の疝ましい殘骸である。これが爲め北海道の夏を姑舞った僅かな寒冷は過去に於い 

て全道の大凶作を惹起し、然らざる時でも或は水稻ー泥負蟲と云ひ、那菜の夜盜蟲、枷E病、亞臓 

の立枯病、柿林地の野鼠等、これが對策のため往々声笼興振策は1!卩ちこれ等宙敞との爭圖に終るの 

徒勞を敢てしなければならない。米國ニュージャーシー洲の一的に現はれた取る.に足らなかった豆 

コガネは數年間にして旣に近隣の作洲に芟延し遂には如何なる草木をも食密し、今や全米を舉げて 

の恐慌を起してゐることは決して對用の火災視出來ないことで、妨に於てか|'|然界夫自身の根本的 

硏究は、一見甚だ積極的に見へる诧業施設よりもM々仰•要・性を帶びてゐることは現實が指示してゐ 

る事實である。

野幌に於ける國有林は多分に原始林を混入して、本道林業上の各種の匝要な根本硏究に備へてゐ 

るのであるが、一般に保護林は野生イj益鳥類の誘致雅殖惹いては冇害動物驅除に最も右效であるこ 

とは旣に諸外國に於ても實證されたことで、史に進んで野生烏類に人工巢箱を與へ或は人工給餌・を 

なして植極的保護をなし、效果を大にしたことは、幾多の實驗が示すところで、この點からも本國 

右林はこの方面の硏究を徹底せしむるものである。

斯くの如く保護林の殺置は一般に备國の诧業發達に必要・なことは明白であるが、北海道は氣候風. 

土が特殊狀態にあり別してその必要を疝感するのである。即ち歷史が物話・る如く祥てはアイヌ狩獵 

の地であった,烏の國、動物の地であった北海道が斯くも慌しく昔の而影を失ったのはこの關係で、 

これ冬期に於ける嚴寒と積雪の致すところである。•獸類は深い秋雪により行動の自山を缺き且その 

足跡により容易く追擊される。冬期に於ては如何なる深山溪谷も獵師にとっては平坦な野と化し、 

貂、獺、鹿等の重要狩獵一獸は瞬く間に絶滅に頻した。烏の屮のエゾヤマドリの如きも同じ運命にあ 

る。この特別な狀態に於ては普通の保護法によっては野生動物の保護の完全を期することは出來な 

い。野幌國•仃林の存•在はこの世味から见ても币项である。他方に於て、イj非獸の野兎、野鼠の食害 

も多く 洒に起り、他の地方とは又異った狀態にあり特殊硏・•究を要し色なの意味で本固有林の與 

へろ恩・患は決して少くない。

因に貯幌闽仃林の地耕麒況を凹せば總面杭は342"30ヘクターで內320,520ヘクターが天然紀念 

物として三箇・所に分れて右•在してゐる。江別町及び廣烏村の二箇町村に踏り、一部は原野に接し大 

部分は摆抖地に包囲され、申火・に南北に縦走する低き丘陵をなす分水尚があり、溪流を分派してゐ 

る‘,朴緣に近く東側に灌漑川として貯水池が數筒ある。針葉樹多く主としてトドマツで濶葉樹が混 

淆してゐる。槪して云へば高乾の地に針葉樹、低濕地に潤葉樹が多い。下地にはチマキザサ、ネマ 

ガリザサの件生してゐる所が多い。他の下草は比較的少い。然し濕地には身を沒するものが密生し 

てゐる。冬期蔵気の頃と雖も密朴をなす故に林內は平溫で多數の動物の好避難地となるのである。

以下卍するところに於ては点ら背桃動物の主なるものに就き、今迄になした生態的觀察を述べよ 

うと思ふ。

魚 類

野幌國仃林中に源を發する溪流は數多いが何れも小川に過ぎない。近年附近の農耕•地の灌漑用と 

して、數箇所に:預’浦な水址を仃する貯水池が設けられたが、夏期は殆ど枯渦する迄水を利用するか 

ら、槪して云へば魚屬の棲息に適するところが少い。種:類も少く次の樣な數種を採集し得たのみで 

ある。

スナヤツメ Lampetra mitsukurii Hatta

1.スナヤツメの溯る大深の川この附近に 

は常にアカショウビンが樓息する

源四、五月には國仃林中の小川に多數に群って 

溯行して來るヤツメで、長さは20センチ位のもの 

が多い。淸流の砂地を撰・んで雌雄相集って産卵し 

孵化した幼魚は始め砂泥巾に潜みそのまま越年す 

ることもある。その涂卵期頃國右林に棲む烏類の 

アカショウビン等は多數のヤツメを食してゐる。 

本邦では到るところの溪流に見られるヤツメであ 

る。
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フ、ナヤッメの％ 炒

エゾドヂョオ しefua nikkonis (J< )i(laii & Fowler)

4センチ位の小形の泥絶で數は少い「I本々土のホトケトヂヨオの一種である。鬚は8本ある。

フクドヂョオ Oreias oreas (Jordan & Fowler)

人形の泥・もで大なるものは15センチ位に達する。北海道及び樺太の河川に極めて多い。類は(i木。

4. フクドヴヨオ(;大)

フ ナ Carassius auratus (T,)

石狩平原到るところの淡水に多く棲•□・する。野幌國有林內の河及び貯水池にも居るが餘り多くは 

ない。

イ トヨ Gasterosteus aculeatus aculeatus (L.)

イトヨ(£大)

人いさ8センナに達:する存面に二本の長い棘を 

右するトゲウヲで四月」二旬に群をなして、河川に 

海から溯り沼等の淺所又は流水の緩徐な所に替巣 

床卵し、涂卵後は雌雄共後死する。昭和八年四丿J 

上旬には近村の廣烏村箸では小川はこの魚で充滿

する奇観を旱.し、村Kは捕へ-こ乾すし鷄の御料となしたことがれる。

エゾトミヨ Pungitius tyniensis (Nikolsky)

イバラトミヨと共にこの附近の河川、池沼にラむ小形のトゲウヲで短小な仔棘が8—13本・仃り、 

流水の綏かなところに春營巣して岸卵する〇

兩棲類

i伽阳附.近に産するヒキガヘルを除けば北海道內に舟・〇、する兩顿は卅野幌國有林中に居る。即ち 

次の三伸である。

エソサンセウウヲ Hynobius retardatus Dunn

エゾサンセッウプのI!思左)雄(右)衆大

北海道丈に棲・む山根魚の一種で閲長は14セ 

ンチ位で、平地Iこも高山の上にも到るところ 

で發見される。倍の融雪:後直に冬眠から覺め 

て、薄氷の張る頃でも昧林中の水溜り、道路 

側の満留;に集〇 2本の長い太紐狀の现囊に包 

まれた卵を產む、然し流れの速い河川等には 

点卵することはない。卵は一ヶ月位でオタマ 

ジャクシになり卵囊から脫け出て自山に泳ぎ 

廻り秋には變熊を終り、小さい山椒魚となっ 

て水邊を離れて櫟林中に四散する。稀にはオ 

タマジャクシの儘、越年するものもある。山 

根魚の食物は昆蟲耕、ミ、ズ等の小耐物で、 

「I中は11蔭に隠れ、雨の日や夜中出て食を漁 

り、又よく 土中にも潜行し耕作中に土の中か 

ら得られることがある。野幌國右林中には他 

に比較して、この山根魚が割合に多い。



7.エゾナンセウリチの卵塊
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8.エゾリンセウウナ、虹:の涂卵すろ森林巾の水溜

ェ’ノアカガヘル Rana temporariaし

北海道、棒太、沿海洲に廣く分布してゐる赤蛙で、春・エゾサンセウウヲより稍々後れて、同じ 

樣な水溜りに產卯する〇卵塊は拳大に一塊をなし、オタマジャクシは七月-ト句には變態を終り小さ 

い姓となって水邊を去る。森林中到るところに棲息し、草原や技耕地にも少くない。アカガヘルの 

食物は悉く生活中の小動物で、夜盜蟲等の昆蟲類が・として食せられる。一匹の姓は一年に40()匹 

以上の昆蟲を食って生活してゐる右益動物である。(札幌雅林學何浪大正十四年七十號犬飼、姓の 

食性報吿參照) ,

アマガヘル Hyla arborea japonica Guenther

アマガヘルは林中にも棲息するが、主として林緣に近い•溜水や水田に五月屮旬頃から現はれ七月 

上旬迄長い期間に亙りを卵をなす。この姓は周圍の色彩に依って自し2の體!色を變じて潜み、多くの 

昆蟲を食するイj徐動物である。

爬蟲類

爬蟲類は兩棲類と等しく何れも食肉性で、森林の吿蟲の驅除を助ける。乂、蛇類は對•鼠の犬敵で 

ある〇

カナヘビ Takydromus tachydromoides (Schlegel)

褐色の尾の長いトカケで國有林中では稍々乾燥したII當りのよい箇所に棲恩、してゐる。五月に交 

尾し、落葉の下、革の根本等に產卵し七月に孵化する。數は餘り多くない。

トカゲ Eumeces latiscutatus (Hallowell)

幼將は特に毒々しい片色を帯びたトカザで本國Tj•林には稀に見得るのみである。

アヲダイシャウ Elaphe climacophora (Boie)

野幌國國林屮何處にも棲息する爬蟲対!中岐も多い種如で略大形のものがあり長さ2米に達し、 

木に果じて小丄3の巣を襲ひ或は昆蟲を食ひ又好んで野1Rを食ふ。然し蛇の食ふ野鼠の數は元來が冷 

血動物で生活力が鈍いから肉食獸、猛禽対iに比較すると遙かに少い。

シマヘビ Elaphe quadrivirgata (Boic)

アヲグイシャウより稍々小形の長さ!米內外の蛇で、存而には褐色の地色に4條の黑褐色の縱線 

があろ。性質は敏捷である。野幌には前附こ比較して少い。この黒色の細垂は一名カラスヘビとも

ヂ厶グリ Elaphe conspicillata (Boic)

伯mは赤・崩色で俗名アカヘビと稱し、好んで土巾に潜行して昆蟲、ミ、ズ、野鼠を食ふ。殆どシ 

マヘビと同火である。稀に發见される丈である。

マムシ Ancistrodon blomhoffii (Boie)

北海道に応する唯一の志:蛇であるけれども野恍國右林中には極めて少い。

哺乳動物(獸類)

昔石狩平野に多效に棲息してゐた鹿、貂、獺、狼等の中で眦に絕滅した狼、又現在では中央高地 

「I高山脈等にしか居ない前記三種は勿論野幌には棲息しない。熊は往な別官林に姿を現はし、又昭 

和五年から三ヶ年ばかり紐けて狂年五月頃弟林班から東三號線邊を徘徊してゐたが現在は見ない。 

その他の獸耕は國イj林の周圍が開墾地である故か森林の割合に林類も數も少い。欺類の中には勿論 

右害な野鼠も含イjするが、北海道內各地で驅逐された動物が此處を最後の避:難所としてゐる感があ 

るから、徹底的保護により稍々現在よりも玉:要な秋類は增加し得ると思ふ。この森林に棲む獸類を
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擧げれば次の如きものがある。

L エ’ノヤチネズミ Clethrionomys rufocanus kedfordiae Thomas

9.林外の癬歩圳に殘ろヤチネズミの通路

頭部が比絞的俱］味を仃し閲:艮10センテ丿己は 

短く約體長の半分で、了ド而は黑用色の風で軍 

原地、牧草地、畑地’徊原等に住み土中に卜 

ンネルを穿ち、R’早の下にても草木の根を食 

倂する〇車原地では雪の下で革の根を食ひつ 

、通路を作って進行し楸9後にそのトンネル 

を到る處に發培する。然し槪して大木の繫茂 

する麻林中に棲息するものは少い〇

2.ハッカネズミ Mus molossinus Tcmininck

野外では好んで種子を食ひ、小皿J物も食ふことがあり、各期は人家に入って家風となる。

3.エゾ匕メ ネズミ Apodemus geisha hokkaidi 'I liomas

10.雪中にてヒメネズ(の樹皮あ食害した跡

國冇林中の草原、御源又は:股耕地に棲む廿!I鼠大の 

足が備長よりも長い鼠で、冬期には屢々雪の中から 

表面に出で•來り、長い尾を巧みに捲みて倒木に会りて 

樹皮を食ひ、或は細い灌木に攀じてその實を食ふこ 

ともある。久生木の木皮、極了・をも食ふイj吿動物で人 

家に入ることもある。彳K々冊をなして移行することが 

ある。

4.ドフネズミ

Rattus norvegicus Krxleben

家鼠として人家にも巢食ふ大形の鼠である。野クトにあっては他の野鼠の様に大・擧して食吿するこ 

とはないが、性獰猛で殆ど肉食獸に等しい習性を右する。河川中に潜って魚類を食ふことがあるか 

とほへば、野鳥の巢を襲擊して、卵や雛を食ひ、「L農家の鷄舍に入り一時に多數の雛を食ひ荒すこ

とは屬々見らわる。貯は國仃林中では小川の邊でよくこの鼠に出會する。

(9 )

5. x ゾリス S ci urns

vulgaris orientalis Thomas

北海道の深山にはこの栗h｛は未だ相當に多く棲息す 

るが、行狩地方には非常Iこ少い。國仃林中では近年に 

なって稍々厦々發にされるから増航してゐることゝ思 

はれる。灰黑色の愛らしい動物でI序々林’道に出て來 

Zo食物は稲了・、果實、殼果、木の葉、i’電;であるが 

森林の’存になる程ではない。 11.皿中のりスの足跡

6. エ,ノモモンガ Sciiuopterus russicus orii Kuro.la

閲:長1；5センチ位の小形のモ、ンガで俗にバンドリと云ふ。野幌國イj林中には北海道內の各地に比 

ベて特に多數に棲んでゐる。その毛皮は殆ど利川價値がないため、餘り捕獲されなかったから道內 

には未だ相當に多い。食物は種了へ果實、木の芽等であるが仃密とはならない。冬期中は國右林中 

に架設した烏の人工巢箱中に入るものが可成り多く、又春この巢箱中で巢を營み仔を產することも 

ある。林內では猛禽類や肉食動物の好何食となり叫季を通じてよくその殘骸を發」する。

7•エゾノウサギ

Lepus ainu B.iiictt-I-Iainilton

北海道內の原野、山岳、森林と何處にも多數に居る兎である。 

夏期は褐色で冬期は耳・先に黑班を殘して、白化する。この兎は夏 

期には作極の草木を食してゐろが冬期積雪の候になると山岳地方 

では好んで彼の靑葉を食ひ、ガンピ、タラノキ筈の細怯を食って 

ゐるがN:の上を自由に定り、植林地に出て落葉松の枝を嚙み切り 

」I・幼樹を食ひ、樹皮を剝ぎ収り枯死せしめ大害を見るにことが少 

くない。その上夜I川民家附近に現れ芥楝う果樹を食害し野鼠に劣 

らない右害獸である。

12.エゾノウサギの雪 

上の足跡
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8.エソトカ・リネズミ Sorex shinto saevus Thomas

間長7センチ位:で足は閲」よより短い所譚モグラと稱せられゐるものである。食蟲頹に隔する帅物 

であるから、多數の昆蟲その他の小動物を食ひイj益である。性は•裸捍で冬期は野J]｛の坂道に入りよ 

くこれを隨して交ふ。多く野鼠の穴维:を利用して地屮に棲み、夜出て食を漁り、性々人家に入るこ 

とがある。

9•キッネ Vulpes japonicus Gray

野幌國行林中には雪の上の足跡や食物の殘骸、旋维によ\)少數ザ息して居ることを知る。野」i・し 

小鳥、昆蟲その他の小動物を食用とし、多數に住めば貯•鼠の天敵として右・效であるが疋皮•獸として 

捕獲されるので、北海道內には非常に少くなった° 

13•狐が夜出て食ひ殘したヤマシャの羽毛、嘴、脚箏 14.ヤマシギの殘陇のあった附汪

10•エゾタ又キ Nyctereutes albus Beard

俗に北海道內でムヂナと稱する動物で、果實等の植物性食物を盛取するが昆蟲、カタッムリ等の 

小動物、鼠、小鳥等も食ふ。近年この毛皮が著しく高價を唱へ旺に捕獲されて非常に少くなった。 

冬は岩窟、木の洞穴理を利川して棲息し秋晩く・居し春早く出て步くため雪の上に殘した足跡を迫 

跡されて或は隠家より外に出て脫糞するため容易く捕へられる。特に犬を利川する場合發見が容易 

で、錠辭なくして簡單に獲られる。野幌國イj林內には以前は多數に棲息してゐたが、今は僅に火然 

祀念物たる原始林に居るのみである。

11•イ タ チ Mustela itatsi itatsi Temminck

イタチは六十年ばかり前に本土から偶然北海道に移入されたものであるから、野幌地方に始めて

(11)

現はれたのは大正三、四年頃である。イタチの習性として川並iを步き、歩・道,線路等をも往復する 

から、國仃林內でも夏冬共澤の中や步道にはイタチの足跡がある。小動物の昆蟲・ミ、ズ、姓等を 

食するが、野瓦の岸しい犬敵であることは股林省嘱託な川久吉氏の硏究及び犬飼の硏究赣吿によつ 

ても叫かである。冬期は人家或は暖い物蔭に的單な.巢を作り日中はそこに潜んでゐる〇北海道內で 

はイタチを除いてはイj力な野此の大敵は外にない。

H>. 〇:冬イタチ類の足跡の砲れない大沖

12.エゾイタチ 13.及びコエリイタチ Mustela erminea kanei 

(Baird) 及び Mustela rixosa namiyei Kuroda

何れも冬期はけ化するイタチの種削で、肉食獸で害蟲、野鼠の驅除には行力であるが數は少い。 

前者は以冬・長い尼を仃しその先は黒色であるが後者は尾!は非常に短く體:色と變りない。

鳥 類

野幌國有林內に棲息する岐も顯岸な動物は,爲類 

である。！.11111農學士は’嘗て昭剥六年四月から九月 

迄林內の描類を調査したことがある。余は昭和八 

年八丿Jより調査を開始し'現在も引絨き調査中であ 

るが、木年六月迄に得た結果に山FT]學士の硏究を 

參照して此處に報吿しようと思ふ。

野幌國有林に居る鳥類は大體に於て札幌附近に 

棲む烏類と異なることがないことは言ふ迄もない 

が、種類の毀富なこと及び數の多いことは他に比



18.各種の水禽の集る林內の水溜り
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類を見ない。立期の繫殖期にはこの赤林は宛も附 

近の・巳類を悉く集めた動物園の感がある。これこ 

の國イj林が廣漠たる石狩平原中の唯一の’常綠林で 

あり、•廣い役排地に囲まれてゐることゝ、禁獵版 

で玲頰安住の地であることに因ることは明かであ 

る。山III學士は於龍の烏類を見て居るし、余も乂 

今迄に主として林內步道及び澤を中心にして觀察 

した結果のみで13日、2併牛、73夫の•爲類が棲.1；!、す 

ることを依め、猶多數の種弑!をも發见し得る豫定

である。•鸟類う季節的消長は未だ發&の域に逹し 

てゐないが、叫季を通じて、別、相にょり棲む』3の 

種類が定ることは殆どない。槪して言へば烏類は 

林內一樣に分布して何處にも見られる。但し-•艘 

にカラ科/).!・は、針葉樹林に集り、雁鴨IIは貯水 

池及び澤に棱み、燕雀目の中には安雀の如く畑地 

に又、オホヨシキリの如く林クトの村落近くの濕地 

に居る等數植が農耕地に限られてゐる。一年を通 

じてカラ科、啄木科、鳩科等の鳥が多く、繁殖期

2〇・同所に鮮る水禽

には種々な.烏が林內一而に營巣-育雛してゐる。是 

等の口類によって捕食せられる森林及援作物の害 

蟲は恐らく彩しい數に上るであらう。

野幌國有林は旣述の如く、原始的古林に富むを 

以て各秆［の烏類の繁殖地となり、又林內に不凍水 

あり、夏朋に於ては特に野口;の求水及び水浴に適 

する大小の水溜りを生じ•13類誘致に對して天恵の 

地である。

近時設けられた貯水池には、附近の狩獵・地から

脫れて集る水禽が多く、春秋の渡りの頃は寧ろ川:觀を呈する、主なる水禽は本存はコガモ、マガモ 

オシドリ、アイサ、カイツブリ等であった。

烏類は繁殖期に於ては普通植物性食物〇ものも食蟲性となり、農林省の硏究報告に依れば、雀で 

さへ總閲:的に姑て右へ口類の中に入ることが明か 

にされたのであるが、元來が食蟲姓の,!:渕でも多 

少は"、殼物勞を啄むものである。例へば棕』3 

が果'代を食ひ、シジュッカラの食祖.の12%は松の 

實であることは小姑俊文氏の硏究によって示され 

た。この外、國仃林內には多數に植物性每物を攝・ 

取すろマヒワ、カハラヒリ等が版息するから、扌跛 

種明には特別に鳥如に對する防南設備を要する。 

林業芥驗場はこのため樹枝或は金網を用ひて、種

(13)

子の保護をなしてゐる。

又林内より誤耕地に出て作物を食害する主なる 

.13類は秋期に貯水池で繁殖し、又他より集った傭 

の知で水川を荒し每年國右林小作人からその捕獲 

巾請をなしてゐる。收樓期に於けるハシボソガラ 

ス、カケスの食害も相當にあり、4々是等の烏類 

は肥類と共に般家の家禽をも襲ひ、又林內に多數 

に繫前:し-cゐるキヂバトは近村に出て加地を荒し 

播和H期には大害を見ることがある。

然しこれれは反對に林內より農耕地に出て害蟲 

を食ふ鳥は無數で、・繫碗期以外例へば冬期に於て 

も啄木の如く』・木外に活動するものが少くない。

所謂冬の留鳥として二月、三月中に林內で實姑 

した烏対iも相當多數に上り、セグロセキレイ、シ 

メ、ムクドリ、マヒワ、ツグミ、エゾアカゲラ、 

エゾコゲラ、クマゲラ、ヤマザラ・エゾオホアカ 

ゲラ、シジュウカラ、シロハラゴジュウカラ、コ 

ガラ、ヒガラ、ヤマガラ、シマエナガ、ミソサザ

23.ヤマゲラ、アカゲラ、コがラ、シジュ 

ウカラ等の林外求餌地

イ、エゾヒヨドリ、ツグミ、スズメ、アトリ、ミヤマカケス、ハシブトガラス、ハシボソガラス、 

キジバト、エゾライテフ、トビ等で、種類は不明であるがフクロフの類がある。植物性食物と見ら 

れるアトリ、ヒワ等はカツラ、白樺等の濶集樹の芽や、樹木の種子を食ふ。
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脣の！：5珀は襄恭と吹垣を避けて此處に集るも 

ので.何れも林株近くに槎む傾向があり、議£を 

役って林クトの理耕地、道路に集り、或は林内の馬 

極道に出て食を漁、ー。この時馬斐等にも多數に％ 

るのを見ろことがある。

一年を通じて林內で烏利iが址も多數現はれるの 

は木明から午前・九時頃迄と、日沒立前一時間位:の

間であって、その頃ス技も多數の鳥の料心すろの

を聞く。トラッグミ‘辛は夜中にも嗚< 〇

野幌國彳j林が以上の樣に爲類の樂園の如くであ 

るが、これを中心として周圍ズ林にも又比較的多 

數の玲類が棲息してゐる〇例へば戦道防風の中

京空^8®^
2L農耕地の切株に食ん求む 

ろエソオホアカゲラ

でさへ(落葉松とドイツタウヒの混淆林で下草はチマキザサ、ネマガリザサ)アヲヂ、ホホジロ、

アカハラ、キジバト等が繁殖してゐる。

(15)

野幌國冇林内及びその附近に於ける鳥類目錄

この稀頌の同定は双眼鏡等:により觀察したものと、附近で採染されたものとを對照してなしたO

である。

燕雀 Passeres目

鵠 科 Corvidae

Linnaeusハシボソガラス corone

四季を通じて棲息、少數、 離食性。

ェ

四季棲息、極めて少數、恕食性」

Garrulus 須land:irius pallid if rons Kurodaヤマカケス

多數、主として植物性食なれども、他烏の卵及び雛を襲ふ。四季楼息、

ム

厶

四月一九月、ムクドリより少數、昆蠢を食ふが、果實も食ふ。

雀

シ

四月下旬、少數、夏期は昆蟲を食するが、穀物,種子、木の新芽を啄む。

イ

三月一十月、稍多數、植物性食物。

四月ー一1一一月、多數、越冬するものがある。昆蟲を食ふ益.為。

六月一十月、少數、主として穀物、種子、木の芽等を食ふ。

オホカハラヒワ Chloris sinica kawarahiba Tc m mi nek

、リノ、シブトガラス C. coronoidcs japonensis Bonaparte

ク ド リ

マ ヒ ワ Carduelis spinus (Linnaeus

科 Fringillidae

メ Coccothraustes coccothraustes japonicus Temminck & Schlegel

掠鳥科 Sturnidae

ク ドリ Sturnia philippensis (Forster)

カ ノレ Eophona personata personata (Temminck & Schlegel)

Spodiopsar cincracciis (Temminck)

Corヾus corone
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三月一十一月・冬期でも群棲するものあり、種子及殻物.木の新芽を食ふ。

ベ 二 マシコ Uragus sibiricus sanguinolcntus (Temminek & Schlegel)

四月中旬に少數を見る。草の實.種子、苗、芽を食ふ。

ウ ソ Purrhula pyrrhura griscivcntris Lafresnaxe

十月中旬に特に多數群る。種子及殻物食。

イ ス カ Loxia curvirostra japonica Ridgway

五月中句に祥棲するのを觀察.種子及穀物食。

ア ト リ Fringilla montifringilla Linnaeus

二月及十月に小群を見る。松の實.種テ、木の新芽を食ふ。

ス ズ メ Passer montanus saturatus Stejneger

四季棲息.主として林緣に棲む。極了・及穀物食。

ア ヲ ジ Emberiza spodoccphala personata I'cmminck

四月中旬に現はる。多數.夏—期以外は90%植物性食物。

ホ ホ ジ ロ Emberiza cioidcs ciopsis Bonaparte

四月中旬に見る。少數、主として昆蟲を食ふ。

ホ ホ ア カ Emberiza fucata fucata Pallas

五月上旬に見る。稍多數、夏期は昆蟲なるも草實、穀物をも食ふ。

雲雀科 Alaudidae

ヒ バ リ Alauda arvensis japonica Tcmminck & Schlegel

四月靜雪ある時より十月中旬迄林緣に楼息。多數、昆蟲及雜草の利I子を食ふ。

脊言鴿科 Motacillidae

ビ ンズ イ Anthus hodgsoni bcrezowskii Sarudny

四月下旬一十月中旬、少數、主として昆蟲、クモ類、僅かに秋子を食ふ。

ハクセキレイ Motacilla alba lugens Kittlitz

三月下旬一十月中旬、稍多數、昆蟲類を套ふ。

キセキレイ Motacilla cinerea caspica (S. G. Gmelin)

五月中旬一十月中旬、少數、昆蟲類を食ふ。

(17)

五十雀科 Sittidae

四季棲出、、稍多數、主として昆撮を食ひ稀に果實、穀物を食ふ。

Parus major minor Teniminck ヾ Schlegelジフカラ

稍多數、主として昆蟲を食ひ性5草の種子•及毅物を食ふ。卩q季楼息.

Parus atricapillus restrictus Hell in ayr

叫季棲息. 稍多數、主として昆蟲食.稀に版了 •を食ふ。

稍多數、主として昆蟲食、稀に果實を食ふ。叫季棲息.

Parus atcr insularis Hellmayrヒ

多數、主として昆蟲を食ひ、往な随了•を啄む。卩L1季検息、

Acgithalos caudatus japonicus Paraz ikシ

多數、食何［■・コガラに同じ。卩q季棲息.

タダキキ クイ

鵬

モ

小禽到!を食ふ。四月ー-1-月.多數、昆蟲類、蛙、

Brachypodidae科暢

hensoni (Stejneger)Microscclis ainaurotisゾヒェ

四季棲息、稍多數、植物の實、昆蟲、クモ類を食ふ。

鵜

サ

キ

Parus varius varius Tem mi nek ま Schlegel

科 Muscicapidae

Refill us rcijulus japonensis Blakiston

四丿J中旬に少數を見る。主として昆蟲類を食ふ。

ガ ラ

マエナガ

メ ビタキ Hcmichclidon sibirica sibirica (Cimelin)

マ ガ ラ

ガ ラ

極めて少數、昆蟲食。

ビ タ キ Zanthopygia narcissina narcissina (T. emminck)

シ ロハラゴジフカラ Sitta europaca clara Stejneger

科 Laniidae

ズ Lanius buccphalus Temminck & Schlegel

ヨドリ

四十雀科 Paridae
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四丿Jートー月’多數、主として昆蟲食。

オ ホ ル リ しyanoptila cxanomclana cxanomclana (Tcniminck)

五jj中旬に見た。少數、髭蟲食。

鶯 科 Sylviidae

ウ ク・ヒ ス Horcitcs cantans can tans (Tcniminck & Schlegel)

五円一十一JJ上旬・稍多數、昆蟲食。

シ ヲサーヂ イ Urosphcna squamciccps squamciccps (Swinhoc)

五月中旬に見た。稍多數、昆蟲食。(別名カ八リウグヒス、又はヤブサメ)

オホヨシキリ Acroccphlus stcntorcus oricntalis (Tcmminck & Schlegel) 

五月下旬に見た。稍多數、昆蟲食。

鶴 科 Turdidae

トラッグミ Turdus aureus Holandre

四月下句ー十月、少數、昆蟲と僅かに樹果を食ふ。

クロッグミ Turdus cardis cardis Tcmminck

五月上旬ート月中旬、稍多數、トラツグミと同じ食物。

シロハラ Turdus pallidus Gindin

五月上旬一十一月上旬、少吸、食物上に同じ。

マミチャジナイ Turdus obscurus obscurus Gmclin

五月上旬一十一月上旬、稍多數、食物同上。

アカハラ Turdus chrysolaus chrysolaus Temminck

五月上旬一十月下旬、稍多數、食物同上。

ツ グ ミ !'urdus eunomus Tcmminck 

山川氏•察。

ノ ビタキ Saxicola torquata stejnegcri (Parrot)

五月下旬一十月下旬、多數、昆蟲食。

ルリビタ キ lanthia cyanura cyanura (Pallas)

四月下旬に見た。多數(れ月中旬より見られない)、昆蟲食。

ノ ゴ マ Luscinia calliope calliopea (Pallas)

五月下旬に見た。少數、昆蟲食。

(19)

鼬斂科 Troglodytidae

ミ ソ サ ザ イ Troglodytes troglodytes fumigatus Tcniminck 

冬期及十一月上旬、多數、足熾、クモを食ふ。

燕 科 Hirundinidae

ツ ノヾ メ Ilirundo rustica gutturalis Scopoli

五月下旬一九月下旬、少・數、昆蟲食。

怪鴉目 Caprimulgi

怪氐目科 Caprimulgidae

ヨ タ カ Caprimulgus indicus jotaka Tcniminck. & Schlegel.

六月下句ー十月下旬、少數、蛾類、蚊、・蟲類を食ふ。

翡翠目 Halcyones

翡翠科 Alcedinidae

カ ノ、 セ ミ Alcedo atthis japonica Bonaparte

夏期多數、水棲動物。

ァカ セウ ビン Halcyon coromanda major (Temminck & Schlegel) 

四U下旬から現はれる。少數、水棲動物。

喙木鳥目 Pici

喙木鳥科 Picidae

ヤ マ ゲ ラ Picus canus jessoensis Stejncger

四季棲息、稍多數、昆蟲及びクモを食ふ。

エ ゾアカゲラ Dryobates major japonicus (Scebohm)

同 上

エゾオホアカゲラ Dryobates leucotos subcirris Stejncger
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エゾ

クマ

アリ

クワ

ツ ツ

オホコ

アヲ・

ハイ

卜

同 上

コゲラ Dryobates kizuki sccbohmi

同 上

ゲ ラ Dnocopus martius inartius (Linnaeus)

四季棲息、少數、昆蟲及びクモを食す。

ス ヒ Jynx torquilla japonica Bonaparte

五月下旬に見た。少數、昆蟲及びクモを食す。

杜鹃目 Cuculi

杜鹃科 Cuculidae

クコウ Cuculus canorus telcphonus Heine

五月下旬一十月下旬、稍多數、昆蟲特に毛蟲を食す。

ド リ Cuculus optatus optatus Gould

同 上

梟氐身目 Striges

梟鴉科 Strigidae

ノノ、、リク Otus bakkamocna semitorques Temminck & Schlegel

四季棲息、少數、昆蟲、鼠及び小烏を套ふ。

ヾヅワ Ninox scutulata scutulata (Raffles)

六月下旬に目擊す。少數、昆蟲、小烏、鼠その他小動物を食ふ。

鷲鷹目 Accipitres

鷲鷹科 Falconidae

タ カ? Accipiter nisus nisosimilis (Tickell)

オホタカA. gentilis schvedowi (Menzbier)か目下調査中。

ビ Milvus migrans lineatus (Gray)

四季棲忠、少・數、昆蟲、風、魚等を食ふ。
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H号麗目 Gressores

麗 科 Ardeidae

ア ヲ サ ギ Ardea cinerca rectirostris Ciould

五・月上句一I-JJ下旬、少數、昆蟲、魚、蛙専を食す。

雁鴨目 Anseres

雁鴨科 Anatidae

マ ・ガ モ Anas plat\ rhyncha platyrhyncha Linnaeus

四丿J一十ー丿J、少數、穀物を主とした植物性食、往々魚加、ザリガニ、モノアラガヒ等

を食ふ。

コ ガ モ Qucrqucdula crecca crecca (Linnaeus)

同 上

オ シ ド リ Aix galericulata (Linnaeus)

同 上

阿比目 Pygopodes

鷺願科 Podicipidae

カ イ ツブリ Podiccps ruficollis japonicus IIartert

InJ 上

鳩鴿目 Columbae

鳩鴿科 Columbidae

キ ジ バ ト Streptopclia oricntalis orientalis (Latham)

四季棲息、多數、穀物、種了及び木の芽を食す。

ア ヲノヾ ト Sphcnocercus sieboldii sieboldii (T. cmminck)

六月上旬、數羽の:群を見たのみ。

鶴 目 Limicolae
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鶴 科 Scolopacidae

ヤ マ シ ギ Scolopax rusticola Linnaeus

五・月上旬に少數を見た。昆毒食。

鶴 目 Alectorides

秧鷄目 Rallidae

ク ヒ ナ Rallus aquaticus indicus Bl、th

五月上旬に少數を见た。

鶉鷄目 Galli

松鷄科 Tetraonidae

エゾライテフ Tctrastes bonasia vicinitas Riley

四季棲息’稍多數、木/)芽、・、笹の筍、•了、果實を氏ふ。

雉 科 Phasianidae

カウライキジ Phsianus colchicus karpowi Buturlin

雌雄:三對を北海道布國大學農學部附用陣物館より持參して、阈イj林の北部に當る4林Mに 

放飼した。昭和八年十一 JJ二十五日のことである。その後同年I一二丿［及昭和九年二丿Jと二 

囘に亙り林外に出て羹家の納屋に入りしことあり〇又同年六JJ十【I造林地內にて凍死した 

と斷定し得る雄の屍を發见した。恐らく冬の紡:エのため越冬困難と,思はれる。

烏類繁殖狀況

野幌國右林內に野生に繁曜する,13類は、今迄の觀察により39処丈であったが、猶今後多數に上る 

可く、巢箱中のものに就ては後に卍する。

I•高所に營巢するもの 

a•キジバト

(23)

可成り 倾から満飛繁年し、らだ林內には殘:ぷが深い頃に抱卵せるものを發見した。巢の高さは 

2(；. \ジパトの•!UH8

ヒバの下柱に淹巢してゐたものである。

帆々でT米から15米位の間に多く替巢して居る。 

卵は普通2筒・で稀に1箇Z)ものもある。巣材は共 

の片巣附近の細い枯枝救集め、到って粗雜で、落 

集松林、ヒバ、トド松林內に整巣する。往な巣外に 

落卵することがあり林內に於て2箇拾得•したこと 

がある。

巢の大いさ、卵の大いさの一例を舉げると產座 

の直徑1()センチ、卵の長筷3センチ、短徑2.3セ 

ンチで、巢は地上からの高さ95センチ、竹駁中〇

b•ゴジュウカラ

鳩よりはびいが”成りザ•期から營巣繁殖する。多く澤に面したカッラ、アサダ、ヤチダモ、サハ 

シバ等の大木の穴の関いた中に繫殖する。一般に非常に高く常に15—2(咪にある。雌雄共に營巢し 

枯葉の如きものを盛んに漫ぶのを凡た。自然にある穴に加工するか否かは明かでないが、觀察にょ 

れば加工されてゐないらしい。穴の方向は皆一様に稍々下向きの所を狭んで居る〇

c•トラッグミ

潤葉樹朴內に懸巢する3巢を觀察したが、アカイタヤ、トド松の折株、•樹極不明であるが矢張り 

折株上にあり、十ぶは水苔を川ひ涂座には草の細根、枯葉・シダの枯葉等が用ひられてゐる。卵は 

4筒で地色が綠がかった］!j味を呈Iし薄き祸色斑紋が一様に見られる。巢わ測定をして見ると

內 徑 131輒 12'師

外 彳地 24抑・ 3()楓

深 さ 5啊! 洲［

地上からの高さ 1.&)米 10米

であり、三者共似通って居る。

卵の測定は1巢に就て行ったが、

短 徑 財梅 2.4¢! 2.4R 2.4恒 2.4'輒

長 彳地 3.41-)1]! 3.3 桐( 3.・5楓 3.3洲 3.4挪・

最後の1卵は巣發见の際、1卵拔き取って置いたものに追加產卵されたもので斑紋井常に濃く、且
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明憶であった。巢立には12—1411間を要するもので、 2巢からは各・々2初づつ巣立した。

27.トラッグミの巢のあろ朽木

(中央の人物の向って左の朽木の須X )

2&同上トラッグミの巢な 

上から見たところ

3()•同上トラッグミの巢,卵、 

雛を風ヒから見たところ

2)•トラッグミの巢

側面から見たところ(中火X)

d・オホタカ?(ハイタカ?)

試驗場建物附近林縁から遠くないトド松の祢の曲ってゐるところに營巢してゐる。巢は膨大なも 

ので古巢の上に新しく今年の營巢がなされたものの様で、トド松の枯枝を主として用ひてゐる。產 

座にはイヌガヤを用ひて居り、稍々靑味がかった卵4箇を見た。地上約1；5米で附近はトド松と濶葉 

樹の大木の混淆林になって居り、深い澤が三方に入り込み一つの高臺の様な地形を呈してゐる。孵 

化丨1數は最後の卵の『1(始めに卵あろ時に發見し更に後2卵聡加された)から數へて56日で、此頃

31•オホタカの巢卵
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は卅甌になつ-こゐるのを见た。巣の附近の警戒及 

び抱卵は企都雌で、雄は時及巢の上空を回を描い 

て飛び、姿を也:ぐ消す。孵化近くなると雌は妨害 

者を心Iば猛然と整ひかゝる。雛は全身白き綿毛 

に包まれ、口嘴は灰鉛色を呈してゐる。

e•クロッグミ

一例は地上20米位の高さでトド松に倒れかゝつ

たシナノ木の二义になった所に5してゐた。發見した叶は、鞄匕したばかりで、發见の日から約 

二週間IIに巢立した。巣は土おは水苔で作り、応 

理には草の細根、トド松の拈葉、濶葉樹の枯葉を 

JIJひて居る。巢の內徑は9梅、深さ」枷、外形12 

,枷であった。4雛でよ雛共に巢立した。巣の地上 

からの<f：iさは區々で1米から20米位まである。發 

见した所は每丨1の如く、人が來て可成り騒々しい 

所びある。山川氏は応卵數5箇を見てゐる。

f・コ ガ ラ

巢箱によく椅巣するが、それ以外 、澤”中の拈れたトド松の絕頂附近、地上から1()米仙:の所の洞の 

33.中央トド松の枯水頂

附:近のコカ‘ラの替栗

巾に椅・巣してゐる。五月中旬に盛んに親の密餅してゐるのを 

見受けたcコガラは自分で穴を穿つこともあるらしく、盛ん 

に嘴で木を啄き穴を作って居るのを見た。又コゲラの巢跡に 

,營巣する埸介もあるらしい。

g・エ'ノアカゲラ

枯木に穴を穿って替巢する。•樹楝も多くはトド松であるが 

サハシバにも泓••巢して居るのを見た。穴は地上から6 — T米 

位の所に一番多く,地上9米位:の所に盛んに骨巢してゐるの 

を觀察したことがある。又非常に高い所でも營巢する。個體 

數も多くこの林內には良く繁殖:するらしい。
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h・エゾオホアカゲラ

大體エゾアカゲラと同じ樣な所に茕巣するが、數は前若より少い。

i・エゾコゲラ

割合に欝巣場所の發見し朔:い 

烏で、唯一巢を發見したのみで 

ある〇澤の巾の傾斜地にある估 

木に梵巣し、入口までの高さ 

(而世高さ)2.70米、入口の直徑 

4師、木の太さ65楓であった〇 

下地にはチマキザサ、ミズバセ 

ウ等が密生し、トド松、i閭葉樹 

の混淆林內である。

j.キビタキ

濶葉•樹林內で多く營巣するものの如く、唯一巢發見することが出來た。道路傍のトド松の樹皮の 

間隙に營巢し、地上から160籾［の高さである。巢材は外圍には濶葉・樹の枯葉を川ひ、谣座には草の

36.キビタキの巢 37.キビタキの瞥巢したトド松及び附近

枝の少し上位、樹皮の脫げれ箇所

卯の湖］定セして见ると

(27

長 遂 1.S1M 1.S 楓 !.813>|> 1.85 概 !.81311> 1.8131ii

短 彳供 1.41•址 !.3513i|i 1.413>［> 1.3513-1' 1.3513>|i 1.351帆

であり、卵は白色地に木判明な型の福色班紋が鈍:端に多くある。巣は位置のあ係上長方形をなして 

居た。巣は長方形でも谣座は間形で深い椀形をして居り、內徑5.3榔である。

尙ほ巣箱に入ることもありこの時は、5卵で巢は外［用即ち土臺には水苔を用ひ、荷渡には枯草、 

草の細根が用ひられて居た。

k, ハシボリガラス

トド松又はサハシバの如き比較的大木に労巢する。餘り多く見られない。巢も比帔・的粗雜で太い 

枯枝を土;决に用ひて、避座Iこは馬の毛等を川ひてゐる様である〇馬の背中に止って毛を嘴一杯に啄 

み飛びさるのをII蝶した。

l, ト ビ

大木の三又に多く營巢する。貯水池の邊又は林緣で發はされた。巢村には矢張り枯枝を川ひ可成 

り大きな巢である。2箇あるも共にサハシバの大木の上であった。

m, シジュウカラ

巣箱に最も良く入るもので、门然に於ては針葉・樹林中にある、潤葉樹の裂目等に營巣するらし 

く、可成り高い所に營巣する。山田氏によれば卵數は9—13箇•である。

11•ヤマガラ

大間シジュウカラと同一であるが、ヤマガラは'探林巾に替巢する性質を右ってゐる。•也箝に入っ 

たものより考察すると、薄暗い密林中に密巣することは確實である。

〇•ムクドリ

林縁近くの枯木の穴等に多數降巢繁殖して居る。場所は殆ど所構はず撰んで營巢する様で、高さ 

はー體に高い所を撰ぶ。巢材には、ワラ、雞の・羽毛等が主で、比較的粗椎である。巢箱にもよく入 

る。採餌は主に農耕地で、鋤で土を起してゐる後からついて步き餌・を探して運んで居る。1腹5 — 6 

卯で、靑味がかった美麗な卵である。•繁殖も長期間行って居り、造巣を始めるのも早期の方である。
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六月下旬になると巢立したものが集り群をなして飛んで居ろ〇

p・コムクドリ

ムクドリよりも稍々後れて•苛巣繁殖し始めろ。場所は一般に撰ばないが、多くは木ノ)穴等:で、时、 

屋根裏、煙突內にも蒼巢する。巣材も色々で、ワラ、枯草が主である。高さはムクドリも低目の所 

を好む。卵はう — 6卵で靑味がかった卵である。

冬エ ナ ガ

澤に面した傾斜地のサハシ八・の］,-’米位の所の三义枝に;,待巣して居り、雄雌で盛に巣打を運んで居 

るのを見た。他所にて採集したものによると、巣材は蛛蜘の巢で,！3の羽壬又は苔等を緩り介せ、巣 

穴は縱に細長くなって居る。非常に美胞なものであろ。

II•低地に營巢ずるもの 

a•オホルリ

3& nの營巢節所 

(寫鼠中火のシク•の蔭)

深い澤の狭まった所で倒木の水苔で推はれて居 

る蔭の:上中に椅巢されて居た。濶崔樹の非常な密 

林の爲め暗く 土手つ中腹の濕った場所である。巣 

材は全部水苔で、庄座には水苔の花柚を用ひてあ 

る。內徑5柳、深さ3.5輙で、外悴|隋的形をなし 

22—23枫位の大きさである。3雛と1無精卵とで 

卵は黃味がかった白色地をなし斑紋がない。發見 

したものは古くなったものであるから明瞭には解 

らない。短徑1.6.、長徑1.9梶である。

b・ヤフ‘サメ (シヲサ、、、イ)

傾斜地で、イヌガヤ、シダ、チマキザサ等の密生して居り、落枯葉の厚く積った所の木の根の隙 

間等の地上に營巢してゐる。巢は上向きで、大體濶葉樹の枯葉で作られ、蟲により脈丈けになった 

:軟かい枯葉を多く用ひて居る。觀察したのはアヲダモの根下に營巢されて居り、6雛で巢の大いさ 

は內徑6極、外徑11.6極である。巢材には尙ほ牌の細根、ネズミの毛、兎の毛、水苔等少批用ひら

れて居る。详庞には匕糸の如きものが川ひられてゐた。

(助)

•to・ヤブサメのL雛

C・ ヤマ ギシ

チマキ笹の瘢の稍々疎な所でトド松林との境に皆 

巣してゐる。下地は乾燥して居り稍々巣の様式を 

なす'机木なもので、卯は4箇で內！箇は破壊され 

觀察し得たのは3箇である。兩端の盖著しく '汚羯 

色地に濃淡の汚•描色斑紋あり鈍端に多い。

•長彳や 4.5的1 4.4極 4.5握

•短彳飯 3.4、即• 3.4撫 3.4舰

巢は殆ど形ばかりで、淺い椀形をなし.枯葉を 

村料として川ひ、内徑1.3槐である。

d・ヨ タ カ

晝間は林中の暗所に棲み、夕暮に出て食を求める。巢はホホ、ミズナラ、ジコロ、メダラ等の密 

生地でトド松ハ孙.樹が生え下にイヌガヤ、ユヅ、リハ等が混生してゐる所にあった。巢型は極めて不 

規叫で、殆ど形熊を具・へず、地上のミズナラの枯葉の上に產卵したと思はれる。六月下旬に巢中に 

2雛が漸く歩き得る程度に發育してゐたのを發见した。
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III•林緣及び農耕地にて營巢繁殖するもの

a.モ ズ

灌木林,笹木等內に營巢する。高さも岫から2米内外迄で、餘り高所には巢を作らない。卯は

42•モズの棄

6卯で、綠靑色の薄色の地に濃褐色の:EIE紋あり、 

鈍端に多い。卯の大いさは,

長 徑 2.5粧 2.4碘 2砌

2.43 楓 2.4枢

短 徑 1.%榔 1.8洌 1.8.湘

1.51 1.8楓 1.71冊

で•ある。

巢材・は大體附近にあるものであるが、一例を见 

ると外巣は落葉松の枝、ツル,ワラ、木の根等を

用ひ、產座には綿、紙、雞の羽ー、枯您馮尾毛等を用ひて居る。內徑は8.砌・、外徑1.27極で深さ 

は4.7 giである。

b・ ホホジ □

タウヒの稚樹の下枝に営巣されあるのを觀察し 

た。地上から50もの商さの所に營巢し、附近は笹、 

フキが密生し完全に蔭皆されて居る。巢材は外縁 

は竹の根、草の根、禾本科植物の枯葉で作られ、 

內部は草、竹の細根で作られ、馬尾毛を用ひて居・ 

る。內禅•6裡、深さ5.5楓、タト徑9.5楓である。卵 

は5箇。

長徑2.2梔2.1桐2.0軽2.0極2.1籾

W 短 括梔1.6枫1.6槻1.7縄 1.6楓

C.ア

43.ホ、ジロの巢及び卵

である。

ヲ ヂ

落葉松の疏林內のフキの下に營巢して居り、發見と同時に6雛カ巢立した。巣は產应にJ.&尼毛を

(31)

i !.',卧1：・のスヾメの巣

用ひ、外側は薬、禾本科植物の枯•葉等を用ひて居る。鐵道防雪 

林中にもあり。

d・ス ズ メ

到る所の・股家の納峰、人家の軒、屋根裏等にて替巢繫殖して 

居る。啄木・烏の開けた侶信•柱の穴へ片巢して居るものがあっ 

た。

e.ハクセキレイ

畑地で緊航するもので、殷家の屋根・を撰び、一例は股家の

肥料小屋の縁に替巣し、4觥で、巣村には外岡に 

枯葉、郞をJIJひ、產时こは馬にEを川ひて居た。

f•オホヨシギリ

比較的人家附近の濕地のヨシ又はオニシモツケ 

の密生して居る中に密巢する〇地上からの商さは 

大隅一定して居り、80楓前後で三枝を巧みに縫ひ 

合はせて造巢する。觀察したのは径の密生して居 

る中に發見したもので地上から8呻ん 巢材は內部

4 5.ハクセキレイの營•巢しな 

肥料小屋(Xの上部)

4G•オホリシキリの巢

には禾本科・植物でカモガヤ等が川ひてあり、外部 

は竹の細根、竹の枯葉、禾本科植物の枯葉、綿を 

川ひてある。巣の內徑は5.珅も 外徑&85—6.3極 

である。卵は3箇.で、山山氏は9例を見4一 5箇

の卵を见た。

長徑

短徑

曲楓

1.65 楓

2.()［如

1.65^!

2.1勒 ii

1.65 極

g•ホホ 7 力

畑又は牧草地に營巢產卵する。卵は4箇汚灰色の地に濃褐色の協紋あり鈍端に多い。雄は常に遠 

く邮れて噹り、:巢に近寄らない。巢は草等の根株の蔭に作り、外閥は枯草の莖と細根、竹の枯葉で
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作り、產匝には中:の細根つ上に更に!.!我Eを敷い 

て居る„卵のたいさは

L 徑 1.岫:1.901丽 !.9W 1.,伽

短 徑 1.個 !.6W 1.伸京 1.5楓

で4箇あった。

巣は内徑6梅、タト徑イ・:2瓠,深さう..并Hである。

以I•.の外にに領する事ののかなものは、山川氏

の調査等よりアカセウビン‘カハセミ、エゾライテ 

フ・ミヤマカケス、エゾヒヨドリ‘ヤマゲラ、クマゲラ、ヒバリ・アリスイ、アカハラ、ウグヒス‘%である。

林内に於ける巢箱

野幌林業試驗場は昭利六年/1月に1〇()箇の人工巣梢を第1.

に、中央道路及び步道を紀心に左右30米以內に架設した。

巢’栢の形式,架設狀態’%;は他日機態を见て很侔しやうと思 

ふ。昭和八年十一月と十二月に、更に第1林册內の步道を巾 

心に澤又は丘陵地の中腹等に50米以內と、第1林班及び第2

.［伽のため與へるが、

近時么期留・乌に利川さ

れることも發见せられ

たのである。野幌國仃

林中に於ける巣箱が野

烏の繁ののため利川された率は13.6%で、猶ほ將來の硏究に 

より利川率は林內に物してゐる烏類の.數から見れば率當に

高め得ることゝ思ふ。

余は上祀の巣箱に就て、晩秋の巢立後のものと、早•将利川 力»が叩み

4 乂湘二面した斜而中收 

に架設したー紆i

巢箱は以期繫瓶する

第2、第3’第4、第う、第号利E

林班の林緣とに合計4部iを増設した。

擴げた巢箱の入口
前のものと、初夏の利川中のものと三囘の觀察をなし.II下 

尙ほ觀察繼續中であるが、今迄の結果を恨古すると次の如くである。

第一切調査

昭和八年一1 一月二十六日より十二月二11にI r.リ、昭和六年度に架設したものを調査した。架設し 

た樹木の枯倒、風、或は巣箱の腐朽其他のため巢/の紛失したものは％箇・であった。殘リ釦箇の中 

13箇・中には、エゾモ、ンガが入ってゐた。モ、ンカ’が人ってゐる巣前は、筒型のものが多く、その 

冬施りのため樹皮、サルオガセ、水苔、枯.牌等で椀形の梁を作って中に潜むもので、態な入口を嚙 

み擴げて人ってゐたものもあった。

第二回調•査

昭和九年四JJ十七II一四月二十ー 11の間に、前囘のものに昭和八年に架設したものを加へて調査 

した。モ、ンガの入ったもの1う簡、带,巳が避察のため人った形跡として巾に多黄の烏炎の發见され 

たものは7箇あった。

第三囘調布

昭和九年六月九11 一イーー I！に調査した。この時迄に巣箱を利川して入った匚别は、シジュウカラ 

9箇・、ムクドリ4箇.、ヤマガラ1箇、キビタキ1箇、モ、ンガG筒、蜂が入って巣を作ったもの5 
箇と營巣準備中のもの數箇・あった。疋、ンガは巣箱の中で仃・を産むこともあるらしい。

昭和九年四年には造巣材料として菌'類培養に川ひた褐色の綿を林內に撒き給與したが、ヤマガラ 

と外一箇・不明の烏の菓は、產座は悉くこの綿で外の巣にも殆ど全部多少の程度に於てこれを用ひて 

ゐた。一般に營巣村料は產座に綿、モ、ンガの毛、馬兄毛を川ひ、基礎に水苔が多く川ひられる。 

只キビタキは產庞に綿を川ふことなく枯葉の柔・軟なもの、細い根、蟬の翅警を覧ひてゐた。ハシボ 

ソガラス等は林外の股家の曲存に上り毛を拔き去って產座に川ひる。

この國仃林內の巢箱利川の障害を考察するに、第一・に三月下旬の13類渡來期に伐採、手入等で人 

の出入頻繁のために恐怖をなすことが理由ともなるが、第二にモ、ンガが本國1V林中では最も障害 

をなし、抱卵中又は產卵中途で、モ、ンガの興擊を受けた形跡のものがあった。冬期に豫めモ、ン 

ガを驅逐しておいても春再び入るものがある。第三はカラス及びカケスで、特にカラスは一度烏の 

入った巢箱を外から破牴して中を荒すことが屢々あることは他に例を見ない障害である。(昭和九年 

六丿J二十九H)
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ア
エゾビメホズ......................................s

エゾと:'ド、)................................. 13,17

エソ・モモ,が...................................9, 33
エゾヤT•ネズミ....................................s

エゾ、)入........................................ 9

エゾライテブ..................................22, 32
エ ナ カ・........................................ 28

燕徐II...........................................................................15

才

rチサv  21

)•ナヂ 11,1!,1(；,3()
rチパ1..............................................................................21

アグバヅク.........................................20

イ

イ カ ル..........................................15

イ ス カ..........................................hi

イ タ チ 1()

イ ト 三I................................................................................ I

ウ

常 硏.......................................... 監

ッグしフ、....................................................................18, 32
羯鄒II...........................................................................梱

ウ ソ 1(>

ェ

エゾ7‘力がハル.................................... <>

エソ・アカゲラ 13,1!), 25 
ゾイタチ......................................11

エゾオホアカゲラ 13,11,11), 2(5
エゾコゲラ................................ 13, 20, 2(\
ェX U- >セウウチ.................................. 5

エゾクヌキ........................................................................... 10
エゾトがリオズミ.................................1〇

コスソ・卜 ... ..........................................  5

エゾドヂヨオ........................................ 4

エゾ、 ノウサ・  9 

エゾハシフ・トカ、、 ラス、.......................................................... 15

力

鴛沽利......................................... 21

カイツブリ 12, 21 

カツライキジ...................................... 22

カ ケ ス 13
カナへビ........................................ (►

翡糸目.........................................1!>

羽混利......................................... 1!>

カハセミ....................................13,1S)
カハラ匕 32 

鶏 利......................................... 15

カ う 33

雁鴨目........................................ 21

雁鴨利......................................... 21

キ

キクイクタ"キ..................................... 17

キセキレイ 1(；

椎 利......................................... 22

キジバト 

啄木鳥目 

啄木鳥科 

キ ッ ネ

13,14, 21,22 

....................... 19 

....................... 19 

10
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魚 類 3
 キビタキ...............................17, 2(>, 33

ク

秧雞目........................................ 22

ク ヒナ

熊.................................................. 7
りマゲラ........................... 2(), 32

 クワクワウ................................... 2。

クロッグミ................................... 1也25

コ

コエy・イグチ...................................... 11

コ)r 12, 21

コ ケ ラ............................. 1：’,17, 25

无十雀科........................................ 17

ゴジュウカラ..................................... 23
コムクドリ....................................15, 2H

鶴鬆目........................................湘

サ

鸞 科........................................即

サメビグキ 17

シ

駆 目 21

編 科........................................ 21
四十雀科 17 

シッユフカラ 13,17, 27 

シマへピ 7 

シマエナカ• 13,17 

シ メ 13,15 

シ ロ ハラ 18 

シロハラゴジュフカラ 13,17, 33 

シチサザイ 18, 28

ス

雀 科........................................ 15
ス、ヾ メ.............................. 13,16, 31

スナヤッメ  3

セ

鶴館科........................................ 麗

セグロセキレイ 13

チ

馬 煩......................................... 11

・成煩繁殖狀況...................................... 史

ツ

葯 科........................................ IX
ワ グ ..................................................................... 1：’,1S

ツッド V............................................................................2〇

燕 科........................................ 1リ

ッ パ メ......................................... 19

祂 目....................................... か

I• カ ゲ.......................................... G

|. ビ............................. 13, 20, 27

ドフ•ネズミ.......................................... K

トラツク、............................... 1b1S, 23

ノ

ノ ゴ . ..........................................1s

ノピタ•V............................................................................ 1S

ハ

鳩隔fI......................................................................... 21

鳩儡科........................................ 21
ハイクカ....................................以),21

ハクセキレイ 16, 31

ハシ沂ソカ・ラス 13,15, 27

爬蟲頹

ハツカネズミ........................................ 8

匕

匕 カ・ ラ.....................................1* 17

鉛 初.......................................... 17

ヒ タ キ 11 

S雀科......................................... 1G

ヒ バ リ.....................................1G, 32

ビンズイ......................................... 1G

ヒ ヮ 13

態 科......................................... 17
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フ ヨ

以将II............................................................................20

い同科.......................................... 20

? ク n ................................................................................1：’

7クドザ!才

7 ナ…

へ

ホ

II:暗目......................................... 20

II:暁硏.......................................... 20

ホホ ?* h................................................................... 1(L 31

Hill乳頓.......................................... 7

マ

マ カ・ ................................................................. 12, 21
マ シ コ ..............11
マ ヒ . ................................ 1】,13,1；)

マミチャジナイ.................................... 1S

マ ム シ 7

怪目 19 

怪鴻fi............................................................................19

...... .........................................山,込)

ラ

松鵝科......................................... 22

リ

兩U!類........................................ 5

ル

 »ハ)ビタキ........................................ 1S

ワ

跄鷹II..........................................................................20
狀鷹硏......................................... 20

勢科......................................... 19

ミソサザイ.................................... し’,39

13,15, 32ミヤマカケス

厶

掠思利.......................................... 15

ムクドリ 13,15, 27, 33

モ

嗚 利................................. 17

モ ズ.................................... H, 30

ヤ

ャブサメ

ヤマJfラ・・

ヤマゲラ

ヤマシ・V

 ...............28

13,19, 27, 33

--•-13,19, 32

22, 29
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學名索引

A
Accipitres
Accipitvr gcntilis schvedcwi  20 

Accipiter nisus nisosimilis 20 

Acrocephlus stentorcus oricntalis 1>； 

Acgithalos caiulntus japonicin 17 

Alaudidae  If； 

Alauda arvcnsis japonica  16

Alcedinidae 1リ

Alcedo atthis japonica.....................................................19

Alectorides 22 

Anatidae 21 

Anas plaiyrhyncha platyrhynclia  21 

Anseres .................................. 21

Anthus liodgsoni bcrczow.-kii 16 

Ancistrcdon blomhoffii  7

Apodennis geisha hokkaidi  $ 
Ardeidae 21 

Ardea cinerca rcctirostri-  21 

Aix galericulata 21

B
Brachypodidae 17

c
Carassius auratus - 4

Corvidae is
Corvus corone corone  ] 5

Corvu> coronoides ja|)oncn>is ] 5

CyaiK>j)tila cyanomclana cyanoinclana Is

D
l)ryo!)atcs kizuki seel)<>lnni 20 

I)ryobatcs leucotos sul>cirris ]<> 

l^ryobates major ja]X)nicus ]リ 

I ^ryocojnis marlins martins 2(>

E
Elaphe climacophora  7

Elaphe conspicillata  7 

Elaphe quadrivirgata  7 

Kmbcriza cioides ciopsis 1(； 

b'mberiza fucata fucata ](; 

Fmbcriza spodocephala personata ](> 

]<oj)hona personal a personata..........................................15

Eumeces latiscutatus  7

F
Falconidae 20
Fringillidae 15
1*ringiUa inonlifrin^illa 1(；

G
Carduel is spinns 15
Caprimulgi.........................................................19
Caprimu.lgidae 19 

Caprimulgi” indicus jotaka 19 

(:hloris sinica kawarahiba 15 

Clethrionomys rufbeanus bed ford iae  H 
Cuculi 20 

Cuculidae 20 

Ciiculus canorus tclej)1101n：s 20 

Cuculus optalus optatits  20 

Coccothransles coccothrauslcs japonic】・ .......... 15

Columbae .......................... 21

Columbidae 21

Galli  22 
Garrulus olandarius pallidifrons ................ ]5

Gasterosteus aculeatus aculeatus  4 

Gressores 21

H
Halcyones 19

I falcyon coroman<la major ]り 

I Icmichclidon sibirica sibirica 17 

Hirundinidae 1;) 
Ilirundo ri.tica gutturalis ]<) 

I loreites cantans cantans ]8 

Hyla arborea japonica  g

(39)

Hynobius retardatus

I
lanthia cyanura cyannra ]S

J
lynx t<)r<|uilla japonica  20

Lampetra mitsukurii  3 

Laniidae 17 
I anius buccphahis 17 

Lefxia nikkonis I 
Lepus ainu  9 
Limicolae -1 
I .oxia curviroslra japotiica 1(> 
I aiscinia calliope calliopca ............................................ IS

M
Milvus migrnns lincalus 2() 

Microscclis amaurotis hensoni  17 

Motacillidae 1,5 
Motacilla alba lumens IG 

Molacilla cincrea caspica.................................................. 16

Mus molossinus  s 
Muscicapidae 17 

Mustela erminea kanei 11 
Mustela itatsi itatsi 】() 

Mustela rixosa namiyei 11

N
ヽinox scutulata scutulata 20

Nyctereutes alb us ................. 10

〇

Oreias oreas 式

()tus bakkamoena sc mi torques 2()

p

Passeres  15
Passer montanus saturatus 16

Paridae 17
Par us at er insularis 17

Parus atricapillus rest rictus 17

Pams major minor • • • • M

Parus varius varius  

Phasianidae  
rhsianus colchicu> karpowi 22 

Pici .....................................................................狄)

Picidae 心 

Picus ennus jessocnsis 1° 

Podicipidae 21 

Podiccps luticollis japonicus 21 

Pnugitius tymensis • ........................................ 5
Purrbula pyrrhura griseiveniris ](' 

fygopedes ........................................................  -1

Q
Qucr<|ucdula crecca crccca 

R
Rallidae 22

Rallus a<juaticus indicus 22 

Rana temporaria  G 
Rattus norvegicus  s 
Regulus icgulus japonensis  17

s
Saxicola ton junta stejnegeri ハ、 

Sciurns vulgaris orientalis  9 
Sciuropterus russicus orii 9 
Scolopacidae 22
Scolopax ruslicola..................................................    • 22

Sittidae ....................... 17
Silta curopaca cl am ハ 

Sorex shinto saevns 10 
Sphcnocercus si ebold ii sicboldii 21 

Si)odlopsar cineraceus  

Streptopelia oricntalis orientalis 21 

Striges  20 
Strigidae  
Sturnidae.............................................................15
Sturnia philij^pensis.........................................................】:)

Sylviidae 腮

T
Takydromus tachydromoides  
Tetraonidae 22
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4etraste> bonasia vicinita> ...............................................22

Troglodytidae.......................................................】リ

troglodytes troglodytes fuinigalin ................................. 1')

Turdidae ............................................................. 1$
l urdus aureiH.................................................................

Turdus cardis cardis....................................................... 1X

Turdus cl.rys<»]au< chryx»!aus...................................... lx
’「urdus eunomu>...................................................................lx

Tun Ins obscuru> obscuni-* ................................................1X

Turdus i)allidiK.............................................................

u
Uragup sibiritu> j-ani;uin()icntu>................................ 1(；

Urosdhena scpiamciccps sipiainciccps Is

V

Vulpes japonicus ................................................ 1(>

z
Z；uithoj)ygia narcissina narci>>ina ................................. 17
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